
■ 
市
職
員(

大
学
卒
程
度
・
社
会
人
経
験
）を
募
集

人
事
課
☎（
88
）９
１
１
５

 
未
来
の
須
賀
川
を
と
も
に
つ
く
ろ
う

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数　

▼
一
般
行
政
A（
大
学
卒
程
度
）　
8
人
程
度　

▼
一
般
行
政
B（
社
会
人
経
験
）　
若
干
名

受
付
期
間　
5
月
2
日（
月
）～
31
日（
火
）

受
験
資
格（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
一
般
行
政
A　

平
成
5
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、
年
齢
要
件
の

上
限
が
2
歳
緩
和
さ
れ
ま
す（
活
字
印
刷
の
出
題
と
口

述
試
験
に
対
応
で
き
る
人
が
対
象
）。

▼
一
般
行
政
B　

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
令
和
4
年
3

月
31
日
現
在
で
民
間
企
業
な
ど
で
職
務
経
験
が
5
年

以
上
あ
る
人

試
験
日

▼
第
一
次
試
験　
6
月
19
日（
日
）

▼
第
二
次
試
験　
7
月
下
旬
予
定（
第
一
次
試
験
合
格

者
）

試
験
内
容

▼
第
一
次
試
験　
⃝
一
般
行
政
A（
教
養
試
験
、
専
門

試
験
）　
⃝
一
般
行
政
B（
社
会
人
基
礎
試
験
）　
⃝
共

通（
適
正
検
査
、
作
文
）

▼
第
二
次
試
験　
口
述
試
験
、
健
康
診
断

申
込
方
法　
受
験
案
内
と
申
込
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）を
確
認
の
上
、
イ
ン
タ
ー

地区名 氏　　名

須
　
賀
　
川

六 軒 円
つむ

谷
らや

　俊
とし

幸
ゆき

四 丁 目 吉
よし

田
だ

　幸
こう

治
じ

三 丁 目 石
いし

川
かわ

　善
よし

一
かず

大 町 柏
かし

村
むら

　和
かず

義
よし

本 町 安
あん

藤
どう

　健
けん

治
じ

八 幡 町 佐
さ

藤
とう

　富
とみ

二
じ

馬 町 固
こ

山
やま

　和
かず

子
こ

古 屋 敷 山
やま

田
だ

　邦
くに

夫
お

旭 町 榎
えのき

田
だ

　一
かず

崇
たか

上 町 山
やま

崎
ざき

　京
きょう

子
こ

南 上 町 有
あり

我
が

　義
よし

雄
お

東 町 宍
しし

戸
ど

　保
やす

典
のり

中 町 高
たか

坂
さか

　　広
ひろし

加 治 町 大
おお

槻
つき

　　隆
たかし

天 良 町 石
いし

井
い

美
み

智
ち

子
こ

池 上 町 齋
さい

藤
とう

　　愛
あい

宮 先 町 吉
よし

田
た

　勝
かつ

昭
あき

諏 訪 町 安
やす

田
だ

　賢
けん

司
じ

弘 法 坦 大
おお

倉
くら

　哲
てつ

也
や

上 北 町 萩
はぎ

原
はら

　政
まさ

幸
ゆき

北 町 長
なが

澤
さわ

　成
せい

二
じ

新 栄 町 加
か

藤
とう

　憲
けん

二
じ

中宿第一 有
あり

馬
ま

　伸
しん

一
いち

中宿川東 石
いし

井
い

　忠
ちゅう

一
いち

地区名 氏　　名

須
　
賀
　
川

翠 ヶ 丘 箱
はこ

﨑
ざき

　　衛
まもる

守 谷 舘 西
にし

間
ま

木
き

博
ひろ

己
み

昭 和 町 関
せき

根
ね

　光
みつ

雄
お

緑 町 本
ほん

間
ま

　　保
たもつ

和 田 池 青
あお

木
き

　　弘
ひろし

自由ヶ丘 橋
はし

本
もと

　健
けん

二
じ

愛 宕 町 吉
よし

田
た

　清
きよ

美
み

松 が 丘 吉
よし

根
ね

　一
かず

夫
お

池 ノ 下 矢
や

吹
ぶき

　晋
みち

雄
お

芦 田 塚 上
か

遠
とう

野
の

勝
かつ

司
し

丸 田 町 羽
は

生
にゅう

　弘
こう

一
いち

浜
　
田

前 田 川 鈴
すず

木
き

　浩
ひろ

信
のぶ

浜 尾 有
あり

我
が

　　栄
さかえ

和 田 箭
や

内
ない

　仁
じん

一
いち

牡 丹 台 石
いし

﨑
ざき

　勝
かつ

也
や

西
　
袋

西 川 堀
ほ っ た

田　恵
けい

一
いち

大 桑 原 根
ね

本
もと

　徳
のり

男
お

袋 田 佐
さ

藤
とう

　昭
しょう

治
じ

越 久 村
むら

越
こし

　広
ひろ

道
みち

下 宿 真
ま

壁
かべ

　正
まさ

芳
よし

森 宿 野
の

川
がわ

　真
まさ

伸
のぶ

北 団 地 阿
あ

部
べ

　豊
とよ

美
み

吉 美 根 小
こ

橋
ばし

　廣
ひろ

一
かず

芹 沢 町 遠
とお

山
やま

　眞
しん

一
いち

地区名 氏　　名

稲
　
田

岩 渕 有
あり

馬
ま

　茂
しげ

勝
かつ

保 土 原 深
ふか

谷
や

　良
よし

樹
き

古 戸 橋
はし

本
もと

　和
ます

夫
お

泉 田 吉
よし

成
なり

　辰
たつ

義
よし

松 塚 小
お

抜
ぬき

　吉
きち

平
へい

稲 柳
やぎ

沼
ぬま

　幸
こう

一
いち

小
　
塩
　
江

小 倉 二
に

瓶
へい

　貞
さだ

一
かつ

塩 田 橋
はし

本
もと

　進
しん

一
いち

東山第一 佐
さ

久
く

間
ま

芳
よし

文
ふみ

堤 有
あり

我
が

　和
かず

文
ふみ

上 江 持 渡
わた

邊
なべ

　末
すえ

光
みつ

下 江 持 薄
うす

井
い

　正
まさ

信
のぶ

あおば町 朽
くち

木
き

　章
しょう

司
じ

仁
　
井
　
田

仁 井 田 浜
はま

尾
お

　一
かず

美
み

関 下 根
ね

本
もと

　正
まさ

明
あき

大 谷 地 谷
や

田
た

部
べ

幹
みき

夫
お

滑 川 菊
きく

地
ち

　和
かず

守
し

十 貫 内 佐
さ

藤
とう

　辰
たつ

夫
お

舘 ヶ 岡 古
ふる

川
かわ

　　孝
たかし

向 陽 町 後
ご

藤
とう

　忠
ただ

弘
ひろ

宮 の 杜 山
やま

崎
ざき

　彰
あき

彦
ひこ

季 の 郷 西
にし

村
むら

　道
みち

夫
お

大
東
小 作 田 関

せき

根
ね

　宏
ひろ

史
し

市 野 関 圓
つむらや

谷　広
ひろ

美
み

　嘱託員は、地域の皆さんと市をつなぐ活動（連絡事項や伝達など）を行っています。各地区から推薦され、
市から委嘱を受けた116人を紹介します。

地域と市をつなぐ嘱託員

社
会
福
祉
課
☎（
88
）8
１
１
2

安
全
・
安
心
な
ま
ち
の

　
　
　
み
ん
な
で
守
る
ル
ー
ル

視
覚
障
害
者
誘
導
用

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
っ
て
？

■ 

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
駐
停
車
禁
止

　

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク

（
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
）は
、
目
の
不
自

由
な
人
が
足
裏
や
白
杖
で
認
識
で

き
る
よ
う
ブ
ロ
ッ
ク
表
面
に
突
起

が
つ
い
て
お
り
、
目
の
不
自
由
な

人
を
安
全
に
誘
導
す
る
た
め
、
路

面
や
床
面
に
敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

企画政策課☎（88）９１8４

■ 嘱託員の紹介

地区名 氏　　名

大
　
東

日 照 田 福
ふく

田
だ

　　登
のぼる

田 中 樫
かし

村
むら

　正
まさ

統
のり

下小山田 安
あん

藤
どう

　清
きよ

美
み

上小山田 渡
わた

邊
なべ

　周
しゅう

蔵
ぞう

狸 森 須
す

釜
がま

　恒
つね

雄
お

大 栗 関
せき

根
ね

　勇
ゆう

一
いち

雨 田 阿
あ

部
べ

　勇
いさ

夫
お

東山第二 佐
さ

久
く

間
ま

輝
てる

克
かつ

長
　
沼

勢 至 堂 渡
わた

邉
なべ

　喜
き

市
いち

上 江 花 遠
えん

藤
どう

　一
かず

成
なり

下 江 花 二
に

瓶
へい

　孝
こう

基
き

長 沼 柏
かし

村
むら

　國
くに

博
ひろ

滝 松
まつ

川
かわ

美
み

智
ち

夫
お

志 茂 大
お お か わ ら

河原真
しん

二
じ

小 中 鈴
すず

木
き

　常
つね

義
よし

上 桙 衝 服
はっ

部
とり

　和
かづ

人
ひと

宮 本 岡
おか

部
べ

　善
よし

徳
のり

古 舘 小
こ

林
ばやし

　一
かず

雄
お

矢 田 野 海
うみ

村
むら

　　忠
ただし

木 之 崎 荒
あら

川
かわ

　　一
はしめ

横 田 岡
おか

松
まつ

　庄
しょう

寿
じ

堀 込 名
めい

城
じょう

　信
のぶ

宏
ひろ

花 の 里 渡
わた

辺
なべ

　弘
ひろ

夫
お

地区名 氏　　名

岩
　
瀬

町 守 屋 赤
あか

羽
ばね

　昭
しょう

二
じ

里 守 屋 矢
や

部
べ

　幸
ゆき

雄
お

源 田 原 佐
さ

藤
とう

　秋
あき

夫
お

新 田 安
あん

齊
ざい

　浩
ひろ

人
と

今 泉 今
いま

村
むら

　吉
よし

信
のぶ

下 柱 田 國
こく

分
ぶん

　金
きん

也
や

弥 六 内 深
ふか

谷
や

　一
かず

巳
み

上 柱 田 深
ふか

谷
や

　　明
あきら

東 部 増
まし

子
こ

　公
きみ

和
かず

梅 田 矢
や

部
べ

　正
まさ

敏
とし

滝 善
ぜん

方
ぽう

　康
やす

治
はる

上大久保 安
あん

藤
どう

　　茂
しげる

下大久保 田
た

村
むら

　善
よし

文
ぶみ

滑 沢 二
に

瓶
へい

　　弘
ひろし

矢 沢 佐
さ

藤
とう

　　勉
つとむ

畑 田 小
こ

針
ばり

　　弘
ひろし

北 横 田 須
す

田
だ

　俊
しゅん

弥
や

深 渡 戸 舟
ふな

橋
はし

　　強
つよし

みどりが丘 濱
はま

田
だ

　　明
あきら

松 南 佐
さ

藤
とう

　利
とし

勝
かつ

あ お ば 若
わか

林
ばやし

　秀
ひで

樹
き

　1年目は何も分からず不安が大きかったで
すが、先輩方からの丁寧なご指導で、多くの
ことを学ばせていただきました。
　私は民間企業から転職してきたため、働き
方の違いに驚くこともありますが、市役所は
多岐にわたる仕事を経験でき、やりがいのあ
る職場です。
　私たちと一緒に、須賀川市の更なる発展に
向けて取り組んでいきましょう。

　市役所の業務は、多岐にわたり、今でも新
しい学びがあります。入庁当時は戸惑いもあ
りましたが、上司や先輩方に支えられ、少し
ずつ仕事ができるようになりました。皆さ
んも不安があるかと思いますが、周りからの
フォローがあるので安心してください。
　皆さんと共に働ける日を心よりお待ちして
います。

（敬称略）
任期：令和5年３月３１日まで

　
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク

（
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
）と
警
告
ブ
ロ
ッ

ク（
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
）の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク　
歩
く
方
向
を
示

す「
進
め
」の
ブ
ロ
ッ
ク

警
告
ブ
ロ
ッ
ク　
危
険
個
所
や
停

止
位
置
を
示
す「
止
ま
れ
」の
ブ

ロ
ッ
ク

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
こ
れ
ら

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
頼
り
に
歩
行
し
て

種
類
と
意
味

い
ま
す
。

　
自
動
車
な
ど
が
誘
導
用
ブ
ロ
ッ

ク
を
ま
た
い
で
駐
停
車
し
て
い
る

と
、
目
の
不
自
由
な
人
の
歩
行
の

妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
気
付

か
ず
に
ぶ
つ
か
り
転
倒
す
る
な

ど
、
大
変
危
険
で
す
。

　
買
い
物
や
荷
物
の
搬
出
入
で
自

動
車
な
ど
を
駐
停
車
す
る
と
き

は
、
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
ま
た
が

な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ブ
ロ
ッ
ク
を
ま
た
ぐ

　
　
　
　
駐
停
車
は
危
険

特撮の技術～スクリーン・プロセス～

　崖沿いの運転や高速で飛ぶ飛行
機など、映画やドラマでは生身の
人間が行うには危険で、撮影が難
しいシーンがあります。そんな時
は、あらかじめ撮影しておいた風
景をスクリーンに映し、俳優がその前で演技することで、そ
の風景の中で演技している映像を撮ることができます。
　このような技術を「スクリーン・プロセス」と言い、様々な
シーンに活用されています。例えば、海外の風景をスクリー
ンに映し出せば、現場に行かなくても海外のシーンを撮影す
ることができます。円谷英二監督は、こうした技術を80年以
上前から使っていました。
　皆さんも特撮作品を、別の視点からのぞいてみてください。
今までとは違う面白さに気付きますよ。

　特撮に関する情報をシリーズで
お知らせします。
☞文化振興課☎（88）9172

特撮
シリーズ
特撮
シリーズ

すかがわ

№14
令和4年度定期救命講習会

　須賀川消防署では、5月から令和5年3月ま
での第1日曜日と第3木曜日に、救命講習会を
開催しています。
会場　須賀川消防署
対象者　市内在住または在勤、在学する小学
校高学年以上の人
※新型コロナウイルス感染症の感染状況によ
り、人数を制限する場合があります。
受講区分　⃝救命入門コース　⃝普通救命講
習Ⅰ　⃝普通救命講習Ⅱ　⃝普通救命講習Ⅲ　
⃝上級救命講習会
※救命入門コースは、6月4日（土）と7月2日
（土）のみ開催
　開催日時や申請方法など、詳しく
は、須賀川消防署ホームページをご
覧ください。
☞須賀川消防署☎（76）3196 須賀川消防署

ホームページ
ブロックをまたぐ危険駐車のイメージ

ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和3年度採用
市民福祉部長寿福祉課

一般行政　有
あり

馬
ま

美
み

佳
か

令和3年度採用
教育委員会事務局こども課

一般行政　添
そえ

田
た

蒼
あお

人
と

13 12令和4年5月1日令和4年5月1日


